水郷のポリティクス : 河北潟東北岸域における耕地整理事業の導入とその史的背景（Ⅱ. “文化”としての水田） by 大門 哲
Reexamining the History of Eri in Lake Biwa Based on the Early Modern 
and Modern Historical Materials
SANO Shizuyo
Eri is a stationary fishing method with traps set in the shallow waters of lakes and rivers. The 
large-scale and sophisticated Eri that stretches for one kilometer is considered as fishing culture seen 
only in Lake Biwa. This research reexamines the conventional explanations about the history of Eri 
in Lake Biwa by analyzing the early modern and modern historical materials, and also analyzes the 
reasons why Eri has developed at high levels only in Lake Biwa from the viewpoints of topographic 
and ecological conditions.
It is assumed that the primitive Eri was a simple device set in a reed bed, but the lake Eri that 
extended to the lake had been in existence in the Middle Ages. As a result of the analysis of early 
modern paintings and written materials, it was found that while the lake Eri before the 17th century 
had a bending structure that connects only the Tsubo part, Eri was transformed in the second half 
of the 18th century to the combination of a bamboo mat that stretches straight from the shores and 
a large umbrella which is close to the current form. It is clear that Eri in Lake Biwa was changed 
significantly in the second half of the Edo period. It was also found that there were two directions in 
the development of the fish catching device inside the umbrella of Eri: the complexity of Naguchi 
（fish luring system） and enlargement of Tsubo （fish catching part） with five stages and four stages 
respectively, and in the Tenpo period, the technology had reached the stage of large-scale Eri called 
“Kaeshi” Eri. It is assumed that the technology of “Kaeshi” in the Tenpo period may have been 
established by the artificial environmental changes: the drawdown of Lake Biwa.
The development of Eri in Lake Biwa, particularly in South Lake can be attributed to the ecological 
conditions of endemic species in the Lake Biwa water system which is the target of fishing as well 
as the topographic conditions of the lake bed. It became clear that the spawning migration to South 
Lake of Carassius auratus grandoculis in particular is deeply involved in the positioning of Konohama 
Village, Yasu county as a “parent village of Eri.”





































Politics of Suigo（Lakeside）：Introduction of Land Consolidation Project in the 














































































































































































中条 338 507 52 90 37 41 0.34 408 0.82 1.24 0.22
井上 286 10 31 0 6 41 0.19 294 0.97 0.03 0
倶利伽羅 450 283 92 559 19 0.5 4.4 730 0.62 0.39 0.77
笠谷 396 177 78 350 4 0.20 4.0 567 0.7 0.31 0.62
英田 652 141 104 478 23 12 3.1 714 0.91 0.2 0.67
　1 戸あたりの水田面積をみると，井上村がもっとも多く 0.97 町を有する。川尻には，1 軒あたり
の戦前の耕作面積をあらわすのに「一町田んぼ」なる物言いが残っており，数字と符合する。耕作
面積は河北潟東北域の中でも 1 戸当り最大をほこったといえよう。
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内・能瀬・領家・多田・指江の 6 集落が共同利用している。配分率は昭和 26 年段階で領家が 900 石，
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　百姓数（戸数）は寛文年間（1661 ～）37，天保年間（1830 ～）173，安政 2（1855）年 201，明
治 22 年 220，昭和 35 年 212 である
（13）







































































































































鯉鮒役 鳥役 山役 湖網役 鰯鮒役
川尻 1083 石 10 匁 40 匁 11 匁
才田 31 匁 138 匁 5 匁 42 匁 5 匁 1309
大場 1558 245 26 匁 170 匁
木越 1457 20 2 匁
北間 410 90 35
表4　川尻及び周辺集落産物表　文化8年「村々諸産物相調理書上申帳」『津幡町史』
種類 産物・道具 横浜 中須加 五反田 中橋 川尻 北中条 浅田













かせ 750 4000 1800 95 800












































鯉鮒役 鳥役 山役 湖網役 鰯鮒役
川尻 1083 石 10 匁 40 匁 11 匁
才田 31 匁 138 匁 5 匁 42 匁 5 匁 1309
大場 1558 245 26 匁 170 匁
木越 1457 20 2 匁
北間 410 90 35
表4　川尻及び周辺集落産物表　文化8年「村々諸産物相調理書上申帳」『津幡町史』
種類 産物・道具 横浜 中須加 五反田 中橋 川尻 北中条 浅田













かせ 750 4000 1800 95 800






















































































































































































　11 月から 12 月にかけて，水門の上流から中橋地区にかけて，舟の上から水面に浮かびあがって

















































































































































































































のために，潟縁 600 歩ほどを開墾し，壮年団の田んぼといい，昭和 40 年代前半ころまで耕作した。
青年団・壮年団の田んぼはその後カンチ（区共有田）に吸収された。
　個人による開墾例は，終戦直後に多かったが，それ以前はほとんどない。開墾する場合，いった

























































































































































































































































なわれた。たとえば，明治 31 年には津幡町会が河川改修を決定。大正 4 年には大礼記念事業とし
て河川改修を申請（大正 4 年 7 月 10 日「北國新聞」）。大正 8 年にも津幡町は県費による改修工事
を県に提出（大正 8 年 6 月 4 日「北國新聞」）。大正 9 年には蛇行域に直線補助川を築設することを






















































































































存していたが，昭和 3 年には水門が改良され水量が増加したことで，前記 3 集落と庄が，さらに昭
和 23 年に横浜（35 町歩分供給）が加入した。
　昭和 27 年，川尻用水土地改良区に再編。昭和 41 年に潟端地区内に川尻第二揚水場が設置された









た，理事の下に位置する総代数は，第一から 23 名，第二から 8 名，第三から 7 名が選ばれる。土









したいのが耕地整理である。まず，事業の経過を昭和 3 年 2
月「事業報告書並収支決算書」（以下「決算書」／川尻土地
改良区蔵）をもとに確認しておこう。
　明治 44 年 8 月 21 日，川尻耕地整理組合が設立。同年 12
月 10 日工事着手，大正 7 年完了。昭和 2 年，組合解散。昭
和 3 年まで換地処理などの残務整理を要した。総工費は
78003 円，内，補償費が 32482 円，県・郡補助金が 3806 円。
　なお，この施工面積・費用は石川県内でも最大規模に達す
るものであった。明治・大正年間に石川県内で事業を実施し
た地区は 710 地区にのぼるが，そのうち，100 町歩を超えた
のは 42 地区，200 町歩以上は 4 地区にすぎない。また，事











水田 面積 182 町 7 反 4 畝 27 歩 199 町 3 反 17 歩
外畦畔 1 反 3 畝 16 歩
内畦畔 7 町 7 反 1 畝 16 歩
地価 73,689 円 85 68,666 円 20
筆數 9,102 2,730
畑地 面積 5 町 5 反 6 畝 3 歩 6 町 1 反 2 畝 18 歩
地価 1,094 円 52 　778 円 16
筆數 1,372 561
宅地 面積 5 町 9 反 4 畝 12 歩 7 町 9 反 8 畝 7 歩
地価 7,989 円 49 10,775 円 08
筆數 533 301
山林 面積 1 畝 1 歩 0
原野 面積 5 町 2 反 5 畝 27 歩 3 町 5 反 8 畝 21 歩
雑種地 面積 1 反 6 畝 3 歩 3 反 3 畝 8 歩
池沼 面積 2 歩 0
道路 面積 4 町 3 反 1 畝 20 歩 11 町 2 反 3 畝 13 歩
溝渠 面積 8 町 2 反 3 畝 2 歩 12 町 5 反 9 畝 24 歩
堤塘 面積 3 畝 3 歩
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［水郷のポリティクス］……大門 哲




四つに整理し概要をみてみよう（地図 8 ～ 10）。
①津幡川
　分岐河川の北側の新川は，旧来曲流していたが，幅 6 間，川岸 2 間幅にあらため直線化，旧川は
幅を 8 間に広げた。また両河川の川岸にアゲバ（稲出場）を造成するほか，護岸用に植林を行なった。






































































































　用水路は，本線の直線化，農道下への 5 寸から 7 寸直径の導水管の埋め込みなどが行なわれた。














せるために，散乱状況にあった畑地を荒屋敷と津幡川川岸に集中させ，7 間に 8 間の区画に統一化
した。その結果，5 反 6 畝の増加をみた。聴取によれば，畑地利用は自給用に根菜類・葉菜類を栽
培した程度であったという。
　事業のメインである水田は，面積が 1827 反から 1993 反へ増加した。注目したいのは筆数の変化
である。整理以前は 9102，つまり 1 筆あたり平均 60 歩しかなかったが，長方形に整形されたことで，
2730 へと 3 分の 1 以下に激減した。
　ちなみに整理以前，1筆あたりの面積が狭小だったのは加賀藩の特徴といわれる。栃内禮二のデー
タにもとづき水田筆数を全国的に比較したのが表 7 である。北陸地方の細分化が著しいことがうか








陸羽 山陰 山陽 四国 畿内 東海 関東 九州 東北 北陸
田 9.87 8.38 7.91 6.58 6.39 6.13 5.98 5.91 5.55 3.22
畑 7.49 7.41 6.93 5.58 5.44 4.79 4.52 4.46 4.21 2.93
表7–2　所有者別筆数　砺内論文：明治22年『農事調査表』より作成
陸羽 山陰 山陽 四国 畿内 東海 関東 九州 東北 北陸
田 12.4 8.9 7.2 5.6 9.9 9.6 7.8 9.6 12.6 25.8










原野である。総面積は約 52 反から 35 反へと縮小。筆数は 1592 から 191 へ激減した。水田の筆数
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　イナトリ川は，北から南にかけて 1 号から 15 号まで櫛の目状に 15 本造成された。幅は 2 間。深
さは基本的に潟と同じで，潟の水位の上下により，水深がかわる。浅いときは 10 センチ，深くて





















で，集落の船大工が製作した。寸法は大体長さ 4 間幅 3 尺高さ 2 尺 5 寸ほどで，南部の田んぼにい
くと，寸法が小さくなった。

















　イナトリ川は，北から南にかけて 1 号から 15 号まで櫛の目状に 15 本造成された。幅は 2 間。深
さは基本的に潟と同じで，潟の水位の上下により，水深がかわる。浅いときは 10 センチ，深くて





















で，集落の船大工が製作した。寸法は大体長さ 4 間幅 3 尺高さ 2 尺 5 寸ほどで，南部の田んぼにい
くと，寸法が小さくなった。
















　聴取によれば，耕作面積の大きい家は 1 軒に 1 艘，少ない家は 2 軒で 1 艘もった。舟の規模は潟









だけで生計が成り立ったという。1 艘の値段は，1 町 5 反歩
分の収入ぐらいといい，昭和 17，8 年ころで 700 円だった。


































































































　100 石クラス以下となると，家に小作人のアンカ（長男）やオッサマ（次三男）を 2，3 人住み
込ませて自給用の水田を耕作させた。住み込み奉公人は，結婚適齢期になると，地主家の屋敷地と
耕地 2，3 枚 3 反を貸与し，独立させた。





　11 月 20 日をカケバンといい，小作は肩に俵をかついで，地主家に年貢をおさめた。米は 1 等か

















































委員名 藩政期役 屋号・石高 発起 着手 備考
真田吉左衛門 組合頭？ キッツアンサ 100 ◎ ◎
道井五一郎 　 ○ □
洞庭甚之丞 （善兵衛） 百姓総代 ゼンベドン 200 □ ○ 文化 3 年寄進銀最高額
川本清太郎 セイロクジ 40 □ □
奥野佐三右衛門 組合頭 サソンドン 300 ～ 400 □ □
覚知伝右衛門 カクチ 50 □ 　
道井惣右衛門 組合頭 シオンドン 130 ～ 140 □ □
島三次郎 　 □ 　
西川善芳 カヘサのアジチ 20 □ □
洞庭五兵衛 ゴヘサ 50 □ □
洞庭新助 組合頭？ 　 □ 　
中川与三松 オレヤ 90 □ 　
洞庭作次郎 　 □ 　
島平作 ヘサンドン 40 □ □
村井又兵衛 肝煎？ マタベサ 　 ○
洞庭善太郎 ゼンベドン 200 　 ○
奥野弥左衛門 ヤザンサ 29 　 □
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　二人の生没年を比べてみよう。洞庭善兵衛は嘉永 5（1852）年生まれ，大正 12 年没。耕地整理
の施工を開始した明治 44 年段階で 59 歳である。かたや真田吉左衛門は明治 7（1874）年生まれ，












































































治 42 年 9 月 24 日「北國新聞」）
　現地見学の例として富山県射水郡をあげることができる。高岡高等女学校を行啓した際，同校御
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殿下の御微笑や漏し玉ひけんかと畏し」（明治 42 年 9 月 24 日「北國新聞」）
　富山県ではさらに作業範囲をひろげた。34名が白シャツに紺の股引を着装。稲刈り・架乾燥・稲扱，
一斉に臼摺節を謡い籾摺り，唐箕・千石篩を用いた選別，俵装・斗込・米穀検査を行なった。これ































事業が始まる 4 年前，明治 38 年に 1000 町歩にいたる大規模な洪水を被った。当該地の事業が明治
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　小作層がとったもうひとつの自助活動が日雇い労働への依存である。明治 20 年代後半から 30 年
代始めは，日清戦争により一時中断していた各種インフラ整備がふたたび活発化したことで，工夫
の賃金が上昇した時期であった。たとえば，官設鉄道の工夫賃金は 1 日 50 銭から 90 銭が通例だっ


































































































































































　このような長年にわたる各方面の功績から大正 9 年，教育勅語下賜 30 年記念日にあわせ知事か
ら篤行家として選旌された（大正 11 年 6 月 8 日「北國新聞」）。そして，大正 13 年に，村民は善兵
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　刈り取り作業は，1 把 4 株で，中から稲を 4 本ほど抜いて縛り，6 把ずつ寄せ集め，ソクダテ（穂
を下にして自立させる）にする流れですすむ。しばらく乾燥させ，最後にチガイ縄で縛った。ちな
みに戦後，収穫作業に変化がおきる。一人あたり幅 4 株 1 列ずつの担当となり，4 株ずつを地表で













































2 間半，太さ 10 センチほどで，縄は 11 段張り，コバサのハザ木は長さ 1 間 8 尺，太さ 4，5 セン
チほどで縄は 7 段張りである。設置場所は，オオバサは舟を横付けしやすい場所，コバサは川から
離れた場所で，川や水路に対して垂直になるようにして 2 列に立てた。
　ハザをたてるときは，まずチシャミで 3 尺ほど穴をあけ，そこにハザ木を 4 尺 5 寸ほどの間隔で
差しこんでいく。ハザ木が強風に倒れないように，1 本置きに，ツッコイという栗材の添え木を前
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　ハサからおろした稲束は 24 把を 1 束にまとめチガイ縄で縛り，舟に積み込んだ。水路まで離れ



















































で 8 畝から 1 反歩。作業はまず株カケガマ（のちに株フミ）を用いて，稲株を割る。つぎに 2 株ず
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　同家は，川尻の耕地整理の 5 年前の明治 37 年には金沢市の中心市街地十間町に肥料問屋店を移
転開業した。新聞に「十間町　斎藤弥久商店／移転開業広告／米穀肥料問屋　定期米仲買人　公債
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なって紹介された。明治 42 年 11 月 5 日～同月 12 日「帰
厚碑（一）～（六）」『北國新聞』参照。記事の全文は『石
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Introduction of Land Consolidation Project in the Northeastern Coastal Area 
of Lake Kahokugata and Its Historic Background
DAIMON Satoru
The recent interest in the argument surrounding the security of rice cultivation specialization in 
folkloric studies concentrates on multilateral utilization of internal resources, or the individual living 
situations of households. Needless to say, however, political dynamics surrounding households must 
not be overlooked. This article pays attention particularly to the significance of the land consolidation 
project that has been disregarded in folkloric studies for many years.
There is an impression that the land consolidation project after the Meiji period was developed 
uniformly all over the country as a national project, and after the project, the farming system changed 
dramatically in nature. However, it becomes clear that such impression has no foundation when 
looking at the background of introducing the said project in Kawashiri, Tsubatamachi located in the 
Lake Kahokugata northeastern area.
First, regarding the space formation, emphasis was placed on the reorganization to the Suigo space 
centered on the creek based on the geographical environment located in the margin of lagoon and 
water transportation as business since the early modern period. This increased the number of boats 
for farming rapidly and changed the river mouth into a berth where boathouses formed a line. In other 
words, the project at the time attempted the “localization” suitable for the local history and environment.
Next, regarding the changes in work, transportation by ship became popular through the 
establishment of the Suigo space, and the transportation cost for rice after harvest was drastically 
reduced. Meanwhile, regarding the field preparation work, dry farming such as cultivation by 
livestock, cultivation of Chinese milk vetch, etc. was not introduced, leaving no other option but to 
continue the farming system of the feudal clan period.
The lack of dramatic changes in the work can be attributed not only to the soil environment where 
dry farming was not introduced, but also to the social and economic factors which were intricately 
affected: the landlords had overwhelming authority, the organization of peasants necessary for 
technological innovation was delayed, and the landlords did not want any changes in the fertilizer 
market because they were wholesalers of fertilizer. This shows that rice cultivation was a social 
practice that came to fruition through political and economic conformity in the local community.
Key words: Rice paddies, Suigo, Lake Kahokugata, land consolidation project, politics
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